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1　本年度の基本方針

２　職員体制

令和8年度　事業計画
施設名 障害者支援施設　鎌取晴山苑

所在地

所　　管　　事　　業 定員 休業日

生活介護Ⅱ 20名 土日・年末年始
放課後等デイサービス 5名 土日・年末年始

事　業　名

施設入所支援 80名 無休
生活介護Ⅰ 80名 土日（原則）
短期入所 8名 無休

管　理　者 施設長（サビ管兼務） 1名

事務次長 1名

特定相談支援事業、自立支援事業 なし 土日・年末年始

障害者権利条約批准国としての責務を踏まえ、関係法令の遵守と人権擁護を事業運営の根幹に据え、重度・重複障

害や医療的ケアを必要とする方々を含め、常時支援を要する障害者がその人らしさを尊重され、安心して生活を継

続できる支援の提供に取り組みます。当苑は、在宅生活や地域移行が困難な重度障害者にとっての最後のセーフ

ティネットであり、「親亡き後の終の棲家」としての役割を担う施設であることを改めて自覚するとともに、地域

における重要な福祉資源として、将来的な社会構造の変化や医療ニーズの高度化にも対応可能な運営体制の検討を

進めてまいります。

また、地域社会との継続的な関係構築を重視し、医療機関、行政、相談支援事業所等の関係機関との連携を強化す

ることで、支援の質の向上および施設運営の透明性の確保に努めます。重度障害や医療的ケアを要する利用者の特

性を十分に踏まえ、地域移行マニュアルの整備、地域移行に関する意思確認や移行希望への丁寧な対応を行い、利

用者の安心・安全を最優先とした地域共生社会の実現に向けた取組みを推進してまいります。

さらに、重度障害者支援を担う基幹施設として、良質な福祉サービスを持続的かつ安定的に提供するため、災害や

感染症発生時における事業継続計画（BCP）および医療的ケア対応を含む各種マニュアルの実効性ある運用に努め

ます。併せて、専門性を有する人材の確保・育成、安定した財務基盤の構築を図るとともに、虐待防止および身体

拘束廃止については、重度支援の現場特性を踏まえながら、施設全体で組織的かつ継続的な取組みを実践してまい

ります。

各事業および多職種（看護職・支援員・リハビリ職等）間の連携を密にし、チームによる包括的なケア体制を強化

することで、児童期から成人期、さらに高齢期に至るまで、医療的ケアを含め安心して継続利用できる施設運営を

目指して取り組んでまいります。

事　業　所 職　　　　　種 常　　　　　勤 非　　常　　勤

生活サービス課課長 1名

施設入所支援

生活介護Ⅰ

事務職員 1名 1名

サービス管理責任者 1名

管理栄養士（各事業兼務） 1名

理学療法士（常勤ＰＴは各事業兼務） 1名 1名

生活支援員 27名 4名

看護師 2名 6名

2名 2名

介助員 6名

特定相談支援事業

自立支援事業
相談支援専門員 1名

看護師 1名 1名

合　　計 46名 26名

介助員 3名

放課後等

デイサービス

児童発達支援管理責任者 1名

児童指導員・指導員 2名

生活介護Ⅱ（通所）

サービス管理責任者 1名

生活支援員 2名 2名

看護師



３-１　事業名

施設入所支援・生活介護Ⅰ

　【本事業のミッション】

　【令和８年度の取組目標】

　【重点目標】

◆目標利用率

令和５年度実績 令和６年度実績 令和７年度見込 令和８年度目標

令和8年度事業計画

定員 80名

1．利用者の尊厳と意思決定を尊重した支援の推進

利用者一人ひとりのニーズや生活歴、価値観を丁寧に把握し、個性や主体性を尊重した支援を行います。

可能な限り本人が自ら選択・決定できる環境を整え、意思決定支援を重視した支援の実践により、安心・安全

でその人らしい生活の実現を目指します。

2．重度・医療的ケアに対応した専門性の高い支援体制の強化

医療的ケアを必要とする利用者の増加に対応するため、看護職員の適正配置や加配を行うとともに、看護職員

と支援員の連携・情報共有を強化します。

専門性を活かした安全で質の高いケアを提供し、重度障害者の生活を支える基幹施設としての役割を果たしま

す。

3．権利擁護および虐待防止・身体拘束適正化の徹底

障害者虐待防止および身体拘束の適正化を重要課題と位置づけ、虐待防止委員会および身体拘束等適正化委員

会を組織的に機能させます。

全職員が共通認識のもと、虐待の未然防止と権利侵害の防止に継続して取り組み、尊厳ある支援の実践を徹底

します。

4．地域との連携強化と将来を見据えた生活支援の推進

放課後等デイサービスや関係機関との連携を強化し、卒後の進路相談や施設入所の受け入れを通じて、地域で

の生活を支える受け皿としての役割を果たします。

また、全入所者に対し地域移行の意向確認を行い、利用者が希望する生活の実現に向けた支援を推進します。

5．安定した事業運営と非常時にも継続可能な支援体制の構築

他事業者との差別化を図りながら、安定した事業運営の継続に努めます。

併せて、感染症や災害発生時においても、事業継続計画（BCP）に基づき迅速かつ適切に対応し、途切れるこ

とのない福祉サービスの提供を行います。

・各種感染予防と運営を両立し、ご利用者の活動性・満足度の向上を目指します。

・ケアガイドラインを基にした個別ケアの実現、支援の質の向上を図るとともにICT、ロボットの導入、活用

について検討してまいります。

・待機登録者の確保・リストの整備を行い現在の高稼働を維持し安定した事業運営を目指します。

・利用者の意思決定支援に配慮し、個々の意思や人格を尊重し利用者本位のサービスの提供を目指します。

施設入所 98.0% 96.3% 97.1% 98.0%

生活介護Ⅰ 97.6% 97.6% 97.6% 98.0%



令和8年度事業計画

◆利用者支援サービスの充実

・常時介護、支援を必要とする利用者に、入浴・食事・排泄・移動等の介護の他、利用者の状態に合わせた支

援を行います。また、障害種別ごとに分けた活動を提供し、心身共にリフレッシュできるよう支援を進めま

す。

・曜日毎の活動を中心に、ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝを主とした日中活動及びイベント行事を取り入れ、リハビリ計画と連動し

た内容で計画しご利用者のQOL、活動性の向上を図ります。

・各職種連携し、必要な介護、医療的ケア、リハビリ、栄養管理と個別ケアに基づいた安全・安心なサービス

提供を行います。

・サービス向上のため、年１回の利用者対象満足度調査を実施し、利用者の意見を支援・サービスに反映させ

良質な支援を提供します。

・年2回の嗜好調査、給食委員会の意見を参考に、給食業務改善に反映し、献立、選択食の立案、食のイベン

ト等を実施します。

・新型コロナウィルス大規模感染の経験を活かし、感染症マニュアル、BCPに基づいた迅速かつ統一された対

応を行い、感染予防、発生時における感染拡大予防に努めます。

・日常生活の介護、看護において「予防」への観点を強化し、ご利用者の身体機能、健康の維持に努めます。

・地域との交流（ボランティアの受入れ、イベントへの参加等）について検討、実行し地域に根ざした施設を

目指してまいります。

・安全性の向上、業務負担軽減の２つの観点から、ICT、ロボットの導入について検討いたします。

・現場における課題を明確にし、内部研修、ＯＪＴを実施し支援力の向上に努めます。

・「終の棲家」として安心して利用いただけるよう、協力病院、関係機関と連携し適切な対応をするととも

に、ターミナル期における支援の在り方を確立してまいります。

◆コンプライアンス計画

・当法人のコンプライアンス規程第８条に基づき制定された「コンプライアンスマニュアル」が有効に機能す

るよう、次の項目を実施します。

（１） コンプライアンスマニュアルに関する研修会を年２回開催します。

（２） コンプライアンス責任者及び担当者で構成するコンプライアンス会議を年２回開催し、コンプライア

ンスの推進を図ります。



　【施設・設備整備計画】

令和8年度事業計画

◆人材育成と職場環境の整備

・人材育成及び人材確保

　人材育成は法人の運営と事業サービスの充実に不可欠であり、採用時から知識及び技能の習得と向上を目的

に階層別・職務別のオンライン対応による法人内研修や外部参加研修を実施し、円滑で働き甲斐のある職場環

境構築を目指します。人材確保は、安定的な事業運営には不可欠であり、職員採用に向けては、法人ウェブ

ページ、福祉求人サイト等による求人広報、ハローワーク求人、施設見学や職業体験の機会提供や介護福祉

士・社会福祉士・保育士の実習受け入れ再開により福祉職の魅力を発信し、採用に結び付ける方策を積極的に

行います。また、中途・経験者採用については、定年退職者や育児のために離職していた女性の再就職の促進

など雇用機会を拡充し、採用年齢の拡大など広く人材確保に努めます。採用後は、組織内のキャリアパスを明

確に示すことで就労意欲の向上を図り、早期離職とならないフォロー体制を構築します。

・BCP（コロナウイルス、災害時）、各種マニュアルを用いた内部研修を行い有事対応への職員の資質向上、

行動の迅速、適切化を図ります。

・虐待防止、身体拘束適正化に関する内部研修の実施と年２回虐待防止チェックリストを実施し、虐待防止の

意識付けを図りご利用者の尊厳、権利、心身の安全を守ります。

◆財務基盤強化への取組

・人員体制、支援の充足を行い確実な加算要件の充足、取得を目指します。

・待機者を増やすための取組みとして、生活介護Ⅰの日中活動の付加サービス強化と職員の意識改革、登録者

リストの再整備・営業活動の見直しを図る。また、解約後の入所期間の短縮を図ることで稼働率・収入・支出

の管理強化を図り、適正規模の運営を検証する。

・入院予防の取組みを通じて利用者の健康状態を維持し、長期入院を防ぐ事で安定した事業運営を継続してま

いります。又、入院者による空床補填を強化し減収にならないよう努めます。

・医療ニーズの高い利用者の受け皿としての機能と充実を図り、他施設との差別化を図るとともに看護師を適

正配置し看護職員加配加算も取得してまいります。

・地域移行の推進を図り、利用者が地域の中での生活を実感出来るよう体験の機会、場の確保等地域移行に向

けた動機付け支援を行う。地域移行を希望される利用者、家族が地域で安心した生活が送れるよう関係機関と

連携しサポートしてまいります。

・安定した事業運営にあたり、報酬算定構造を理解し体制整備、要件適合を行い取得することで増収を目指し

ます。

・障害の特性や身体状況、生活状況に適合した福祉機器を活用し、転倒・転落防止、見守り支援の充実を図り

安心、安全なサービスを提供します。

整備内容 整備時期 金額（千円）

厨房機器設備事業 令和8年度中 4,300

屋上防水工事 令和8年度中 25,000

介護支援設備事業 令和8年度中 3,500



３-２　事業名

　【本事業のミッション】

　【令和８年度の取組目標】

　【重点目標】

1.適正なベッドコントロールの実施

　在宅生活を継続希望されている利用者への支援（6床）と疾病やその他の事情により在宅での生活を継続す

る事が困難な利用者において、施設入所待ちの期間として継続的に生活出来る居室（2床）を確保して支援に繋

げていきます。

2.放課後等デイサービスとの繋がりの強化

　卒後の短期入所の受け入れ・相談を受け卒後の地域での生活のための受け皿となります。

3.セーフティネット機能としての役割の遂行

　受入体制を整えて地域で生活する障害者の支援を行うための最終的なセーフティーネットとして、介護者の

急病や仕事の都合、冠婚葬祭、利用者の状態変化等の緊急時に一時的な受け入れを促進します。

4.重度・医療的ケアに対応した専門性の高い支援体制の強化

　重度の医療的ケア者においては、介護者の身体的・精神的負担の軽減を図る事を目的としたレスパイトケア

の役割も担っていきます。介護者が一時的に介護から離れる事で休養、休息の時間を確保できるよう受け入れ

体制を構築し、地域生活支援拠点として継続支援の充実を目指します。

また、緊急時の医療的ケア者等の重度障害者の受け入れ体制を整備し、緊急短期入所受入加算・定員超過加算

の算定を行い受入機能の充実を図ります。その他、各加算の算定要件を把握し、要件を満たすための支援、書

類作成を行い不備のない加算取得を行って参ります。

5.利用者の地域生活・自立支援の推進に向けた支援

地域で自立的な生活に向けての事前準備として、心身の健康状態を維持管理する目的としての利用を促進し生

活力向上のサポートに努めていきます。

6.将来を見据えたサービス体験の場の提供

将来的な施設入所を見据えて、利用者及び家族（介護者）にとっても安心して暮らせる体制を築くために、短

期入所は有用なシミュレーションの場として利用を促進していきます。

令和8年度事業計画

短期入所 定員 8名

・福祉型強化短期入所とし、重症心身障害者、要医療ケア者の受け入れに関し、看護師一名の配置を継続し質

の高い看護・介護サービスを提供します。

・ケアガイドラインを基にした個別ケアの実現、支援の質の向上を目指します。

・リピーターの確保のための活動性、満足度の向上を目指し、ご利用者の状況に応じ生活介護Ⅱの　利用促

進、施設入所への移行等、支援施設の強みを活かした複合的な支援を提供します。

◆目標利用率

令和５年度実績 令和６年度実績 令和７年度見込み 令和８年度目標

短期入所 107.4% 103.1% 107.7% 98.0%



令和8年度事業計画

◆利用者支援サービスの充実

・常時介護、支援を必要とする利用者に、入浴・食事・排泄・移動等の介護の他、利用者の状態に合わせた支

援を行います。また、障害種別ごとに分けた活動を提供し、心身共にリフレッシュできるよう支援を進めま

す。

・レクリエーションを主とした日中活動及びイベントや行事を取り入れ、リハビリ計画と連動した内容で計画

します。

・多職種との連携のもと必要な介護、医療、リハビリ、栄養管理と個別ケアを重視し、専門的ケアの継続的な

サービスを提供します。

・サービス向上のため、年１回の利用者対象満足度調査を実施し、利用者の意見を支援・サービスに反映させ

ます。

・年2回の嗜好調査、給食委員会の意見を参考に給食業務改善に反映し、献立、選択食の立案、食のイベント

等を実施します。

・コロナウィルス、インフルエンザの集団感染の経験を活かし、感染症マニュアルに基づいた迅速かつ統一さ

れた対応を行い、感染予防、発生時における感染拡大予防に努めます。

・障害の特性や身体状況、生活状況に適合した福祉機器を活用し、転倒・転落防止、見守り支援の充実を図り

安心、安全なサービスを提供します。

◆コンプライアンス計画

・当法人のコンプライアンス規程第８条に基づき制定された「コンプライアンスマニュアル」が有効に機能す

るよう、次の項目を実施します。

（１） コンプライアンスマニュアルに関する研修会を年２回開催します。

（２） コンプライアンス責任者及び担当者で構成するコンプライアンス会議を年２回開催し、コンプライアン

スの推進を図ります。

◆人材育成と職場環境の整備

・人材育成及び人材確保

　人材育成は法人の運営と事業サービスの充実に不可欠であり、採用時から知識及び技能の習得と向上を目的

に階層別・職務別のオンライン対応による法人内研修や外部参加研修を実施し、円滑で働き甲斐のある職場環

境構築を目指します。

　人材確保は、安定的な事業運営には不可欠であり、職員採用に向けては、法人ウェブページ、福祉求人サイ

ト等による求人広報、ハローワーク求人、施設見学や職業体験の機会提供や介護福祉士・社会福祉士・保育士

の実習受け入れ再開により福祉職の魅力を発信し、採用に結び付ける方策を積極的に行います。また、中途・

経験者採用については、定年退職者や育児のために離職していた女性の再就職の促進など雇用機会を拡充し、

採用年齢の拡大など広く人材確保に努めます。採用後は、組織内のキャリアパスを明確に示すことで就労意欲

の向上を図り、早期離職とならないフォロー体制を構築します。

・BCP（コロナウイルス、災害時）、各種マニュアルを用いた内部研修を行い有事対応への職員の資質向上、

行動の迅速、適切化を図ります。

・虐待防止、身体拘束適正化に関する内部研修を実施し、虐待防止の意識付けを図りご利用者の尊厳、権利、

心身の安全を守ります。



　【施設・設備整備計画】

令和8年度は実施の計画はありません。

◆財務基盤強化への取組

・人員体制、支援の充足を行い確実な加算要件の充足、取得を継続的に目指します。

・感染防止に向けた取り組みを徹底し、利用者やその家族の生活を維持する観点から感染状況に応じて利用調

整を行います。キャンセルによる空床補填を強化し減収にならないよう努めます。

・在宅生活の継続が困難な利用者のニーズに応え、施設入所の待機期間として継続的に生活出来る居室を確保

して支援に繋げます。

・リピーターの確保強化として、日中時間にアクティビティを加え稼働率向上を目指します。

・医療的ケア者の定期利用を確保し、看護職員配置加算の継続した算定を行い収入維持を目指します。



３-３　事業名

生活介護Ⅱ

　【本事業のミッション】

　【令和８年度の取組目標】

　【重点目標】

令和８年度目標

令和8年度事業計画

定員 20名

1.基本的サービスの提供、ＱＯＬ向上に向けた取り組み

  常に介護を必要とする方の入浴、食事、排泄等の利用者介護のほか、送迎サービスを含め、日中活動を提供

し心身ともにリフレッシュできるよう支援を提供します。

2.利用者の機能維持に向けた支援方法

　理学療法士と連携し、リハビリメニューの作成、実行。日々の支援の中でも生活リハを意識し、利用者の機

能低下予防に繋がる支援を提供してまいります。

3.地域生活を継続するための取り組み

　利用者が地域での生活を継続することができるようサービスを提供し、家族の介護負担軽減にも寄与してま

いります。

4.生命と尊厳を守る安心・安全な生活の場

　重度、医療的ケアは必要な方でも、サービス利用ができるよう、職員の資質向上に努め支援体制を構築し生

活の場として利用していただけるようにしてまいります。

　また、利用者の自立心、意思決定、個性を尊重した支援を心掛けるとともに虐待防止にも取り組んでまいり

ます。

・支援の質の向上を図り、満足度の向上、営業対策の鍵として基本的支援以外の付加価値サービス（レク・日

中活動）の価値を高め、増加している近隣事業所との差別化を図り、稼働率の向上・維持に努めます。

・各関係機関、事業所との関係性を強化し、包括的支援の一員としての役割を果たすとともに、地域での存在

を確立します。近年増加している事業所への新規相談が流れている事への対策も兼ね、身体障害、重度障害へ

の専門性をＰＲ、営業対策を展開し新規利用者獲得に努めます。

・ご利用者の重度化、ニーズの多様化に対応するため適切な人員・職種の配置を検討し実行するとともにICT

やロボットの活用にも目を向け支援の幅の拡大を目指します。

・地域交流の機会の増加に向け、感染状況等を鑑みたうえで検討し実行して参ります。

・卒業後の受入れに伴い、放課後等デイと連携し利用者、家族が成人後も安心して通い続けられる環境の構築

に努めます。

・障害の進行、加齢に伴い当日欠席、長期的な入院等が増加傾向にあり稼働率管理に大きく影響を及ぼしてい

るため、予防的介護、看護に取り組み欠席率の減少に繋げてまいります。

・既存利用者、新規相談ともに身体的、医療的にも重度なケースや精神障害との重複等、支援度の増加への対

応が今後の課題となっているため、人員、職種の適正な配置、知識、技術の習得を目指し、支援を必要とされ

ている方の受け皿として機能できるように努めます。

◆目標利用率

令和５年度実績 令和６年度実績 令和７年度見込み

生活介護Ⅱ 97.2% 95.1% 95.0% 95.0%



令和8年度事業計画

◆利用者支援サービスの充実

・ケアガイドラインを基に日々の支援の見直し、評価、個人への配慮のある尊厳が守られた支援を提供しま

す。

・サービス向上のため、年１回利用者対象に満足度調査を実施し、ご利用者の意見を支援・サービスに反映さ

せ良質な支援を提供します。

・チームケア実現のため、各職種での情報共有・意見交換を積極的に行い、チームでの支援を提供します。

・年１回の嗜好調査、日頃の意見を参考に給食業務改善に反映し、献立・選択食の立案・食のイベント等を実

施します。

・ご利用者のADL維持、低下の予防を目標に個々に適した運動療法、廃用性機能低下予防を実施します。ま

た、ＰＴと連携し、日常生活から機能維持に着目した支援を提供いたします。

・新型コロナウィルス大規模感染の経験を活かし、感染症マニュアル、BCPに基づいた迅速かつ統一された対

応を行い、感染予防、発生時における感染拡大予防に努めます。

・身体拘束、虐待防止への意識を高めるため内部研修を実施し、ご利用者の人権が守られてその方らしく過ご

せる支援を目指します。

・ご利用者の意思が適切に反映された生活が送れるよう、意思決定の重要性を認識した上で、必要な支援を実

施できるように努めます。

・医療的ケアニーズ（胃瘻、気管切開、呼吸器等）、重度心身障害者の利用希望増加の高まりを受け、看護師

の適正な配置を行うとともに支援員の専門性も高め、要医ケア者が安心して通う事ができる環境を構築してま

いります。

・ご利用者が地域に参加できるイベント、活動を提案し地域と共に生きることのできる支援を目指してまいり

ます。

◆コンプライアンス計画

・当法人のコンプライアンス規程第８条に基づき制定された「コンプライアンスマニュアル」が有効に機能す

るよう、次の項目を実施いたします。

（１） コンプライアンスマニュアルに関する研修会を年２回開催します。

（２） コンプライアンス責任者及び担当者で構成するコンプライアンス会議を年２回開催し、コンプライアン

スの推進を図ります。



　【施設・設備整備計画】

車両整備事業 令和8年度中 10,000

令和8年度事業計画

◆人材育成と職場環境の整備

・人材育成及び人材確保

　人材育成は法人の運営と事業サービスの充実に不可欠であり、採用時から知識及び技能の習得　と向上を目

的に階層別・職務別のオンライン対応による法人内研修や外部参加研修を実施し、円滑で働き甲斐のある職場

環境構築を目指します。人材確保は、安定的な事業運営には不可欠であり、職員採用に向けては、法人ウェブ

ページ、福祉求人サイト等による求人広報、ハローワーク求人、施設見学や職業体験の機会提供や介護福祉

士・社会福祉士・保育士の実習受け入れ再開により福祉職の魅力を発信し、採用に結び付ける方策を積極的に

行います。また、中途・経験者採用については、定年退職者や育児のために離職していた女性の再就職の促進

など雇用機会を拡充し、採用年齢の拡大など広く人材確保に努めます。採用後は、組織内のキャリアパスを明

確に示すことで就労意欲の向上を図り、早期離職とならないフォロー体制を構築します。

・BCP（コロナウイルス、災害時）、各種マニュアルを用いた内部研修を行い有事対応への職員の資質向上、

行動の迅速、適切化を図ります。

・虐待防止、身体拘束適正化に関する内部研修を実施し、ご利用者の尊厳、権利、心身の安全を守

　ります。

◆財務基盤強化への取組

・人員体制、支援の充足を行い確実な加算要件の充足、継続的な取得を目指します。

・看護師を適正に配置し、常勤看護職員配置加算の取得をしてまいります。

・管理栄養士、PTと連携し、リハビリ加算、栄養スクリーニング加算、栄養改善加算の取得を目指してまいり

ます。

・関係機関、事業所との信頼関係を構築し、新規利用獲得を進めキャンセル待ち、営業先の確保を行う事で稼

働率の維持・向上を図ります。

・満足度を高め、リピート率、利用希望の増加を目指し空枠への補填がスムーズにできるよう支援技術、接

遇、業務処理能力の向上に努めます。

・日々の支援、活動が稼働貢献につながるよう、直接支援職員も稼働への意識を持ち日々の支援を実施してま

いります。

・感染対策を徹底し、営業日数減少、利用控えを予防し減収にならないよう努めます。

・交通費、燃料費の高騰から、適正な営業範囲での運営に努めてまいります。また、ちはら台等の近隣エリア

をターゲットに顧客獲得に引き続き努めてまいります。

整備内容 整備時期 金額（千円）



３-４　事業名

放課後等デイサービス

　【本事業のミッション】

　【令和８年度の取組目標】

　【重点目標】

・昨年度、新規利用児童を獲得し稼働の安定化を図ったが、重心児の体調が安定せず、欠席の比率が非常に高

く稼働が安定しない月があったため、引き続き関係機関との連携を密にし新規利用獲得、キャンセル待ち増加

を目指し稼働率の安定、向上を図ります。

・身体介護、医療的ケアだけでなく、療育の質も向上させるため内外研修に参加し知識、技術の習得に努め得

た知識を職員間で共有し支援に繋げて参ります。

・保護者、職員による施設評価をもとに、保護者と施設での認識が乖離しないよう業務内容、療育支援の改善

に努めてまいります。

・身体拘束が必要な児童がいる場合は、必要性等について協議し廃止に向けて連携し取り組んでまいります。

・運営指導にて指摘のあった、人員配置・加配に伴う加算の算定、個別支援計画の内容に不備のないよう確実

に対応してまいります。

令和8年度事業計画

定員 ５名

1.基本的サービスの提供

　支援を必要とする障害のある子どもに対して、学校や家庭とは異なる時間、空間、人、体験等を通じて、

個々の子どもの状況に応じた発達支援を行うことにより、子どもの最善の利益の保障と健全な育成を図る。

2.重症心身障害児、医療的ケア児への支援の充実

　重心児対象の放課後等デイサービスとして、児童指導員、看護師を適正に配置し確実な支援、医療的ケアを

提供できる体制を構築します。

　生命、健康を維持するための支援を確実に提供してまいります。また、職員の資質、力量向上を図り、受け

入れられる障害特性の幅を拡げ、地域の受け皿としての機能を強化してまいります。

3.地域生活、家庭環境を守り継続するための取り組み

家庭環境を把握し、ニーズに応じて入浴等の必要な支援を提供するとともに、家族の育児・介護負担を軽減す

ることで児童が家庭で過ごす事ができるようサポートしてまいります。

4.自立、機能向上に向けた取り組み

　過剰介護とならないよう、児童の自立心を尊重した支援を実践し機能向上の機会を図ります。また、理学療

法士によるリハビリの実施、日々の日常生活動作の促しから機能向上、自立度の向上を図ります。

5.尊厳を守る安心・安全な生活の場

　児童の意思決定を尊重し、選択する機会を与え安心して意思表示ができる関わりを実践いたします。

　また、施設内での虐待防止に取り組み、家庭内における虐待の早期発見にも努め、児童の尊厳、心身を守っ

てまいります。

6.卒後のサービス移行に対する支援

　卒後の障害福祉サービス移行に伴い、当苑サービス利用の希望を確認し、事業間で情報共有を行いスムーズ

なサービス移行を支援してまいります。

◆目標利用率

令和５年度実績 令和６年度実績 令和７年度見込み 令和８年度目標

利用率 65.8% 72.5% 70.5% 70.0%



令和8年度事業計画

◆利用者支援サービスの充実

・新年度から新規利用予定の児童もおり、特性に応じた環境整備、身体支援、療育、業務体制を検討し構築し

てまいります。

・個々の支援の見直しをPDCAサイクルに則って行い、継続して個別支援の良質化に繋げ、各職種からの多角

的な意見を出し合い、児童個々にとっての最適な支援を検討し提供します。

・年１回の保護者評価、職員の自己評価から、満足度の把握、課題・ニーズの抽出を行い、業務改善、サービ

スの向上に繋げ、評価率の向上、継続した利用を目指します。

・個々の発達段階に応じた療育プログラムの充実を目指し、プログラムのリスト化を行い公表を実施いたしま

す。

・食器の工夫や楽しい雰囲気で食事を摂り、季節感を味わうことのできるイベント食等の献立を提供します。

また、食物アレルギーへの対応を管理栄養士と連携し、確実で安全な食事提供に取り組みます。

・家族からの聞き取り、医師指示書を基に出来る限り家庭と同じ支援・医療を提供して安心・安全性を確保し

ます。

・卒後の進路相談に対応し、当苑各事業の利用促進、事業間での情報共有を行い、円滑で安心してサービス移

行できる環境を整えるとともに施設全体の稼働に寄与します。

・感染症マニュアルに基づいた迅速かつ統一された対応を行い、感染予防、発生時における感染拡大予防に努

めます。

・事故の発生抑制、体調不良の早期発見を目指し、安全計画を作成し実行するとともに、観察力、気づきの共

有について強化することで児童が安全に健康に発育できる環境を目指します。

・BCPを理解し、災害、感染症発生時に適切で迅速な対応ができるよう努めてまいります。

・安全計画に沿った環境整備、研修を実施し児童が安心して過ごせる場を整えてまいります。

・児童が地域に根ざして生活できるよう、地域交流、社会参加の機会を考え提供していまいります。

◆コンプライアンス計画

・当法人のコンプライアンス規程第８条に基づき制定された「コンプライアンスマニュアル」が有効に機能す

るよう、次の項目を実施いたします。

（１） コンプライアンスマニュアルに関する研修会を年２回開催します。

（２） コンプライアンス責任者及び担当者で構成するコンプライアンス会議を年２回開催し、コンプライアン

スの推進を図ります。



　【施設・設備整備計画】

令和8年度事業計画

◆人材育成と職場環境の整備

・人材育成及び人材確保

・人材育成は法人の運営と事業サービスの充実に不可欠であり、採用時から知識及び技能の習得と向上を目的

に階層別・職務別のオンライン対応による法人内研修や外部参加研修を実施し、円滑で働き甲斐のある職場環

境構築を目指します。

・人材確保は、安定的な事業運営には不可欠であり、職員採用に向けては、法人ウェブページ、福祉求人サイ

ト等による求人広報、ハローワーク求人、施設見学や職業体験の機会提供や介護福祉・社会福祉士・保育士の

実習受け入れ再開により福祉職の魅力を発信し、採用に結び付ける方策を積極的に行います。また、中途・経

験者採用については、定年退職者や育児のために離職していた女性の再就職の促進など雇用機会を拡充し、採

用年齢の拡大など広く人材確保に努めます。採用後はキャリアパスを明確に示すことで就労意欲の向上を図

り、早期離職とならないフォロー体制を構築します。

・特に放課後デイについては、重度心身障害児の受け入れを主としていることから療育、医ケア児に関わる看

護、重心児、知的障害児への療育についての研修を徹底課題として臨みます。

・BCP（コロナウイルス、災害時）、各種マニュアルを用いた内部研修を行い有事に対する職員の資質向上、

行動の迅速化を図ります。

・虐待防止、身体拘束適正化に関する内部研修を実施し、児童の尊厳、権利、心身の安全を守ります。

◆財務基盤強化への取組

・人員体制、支援の充足を行い確実な加算要件の充足、取得を継続的に目指します。

・入浴サービスを提供し、入浴支援加算を取得してまいります。

・重心児は容体急変による欠席も多く、感染症の影響も大きく受けやすいため、個別・地域ニーズの把握に努

め、利用希望の増加、稼働率の向上、安定した収入の確保を目指します。

・重心児、肢体不自由児では報酬差が大きいため、利用比率を適正にし、稼働率、収入の安定化を目指しま

す。

・地域医ケア部会等に参加し、関係事業所、保護者会への当苑の存在感をPRする。また、保護者間での口コミ

が集客に非常に重要な要素であるため、既存利用児童への確実で安心できる手厚い支援の提供、保護者との関

係構築を各職員が意識し、評価の向上を図る事で顧客獲得に繋げます。

・学校内での感染報告も多いため、感染対策を徹底し、営業日数減少、利用控えを予防し継続した事業運営を

心掛け減収にならないよう努めます。

　　令和８年度は実施の計画はありません。



３-５　事業名

特定相談支援・自立生活援助

　【本事業のミッション】

　【令和８年度の取組目標】

　【重点目標】

令和８年度目標

令和8年度事業計画

定員 なし

　障害のある方が置かれている状況や抱えている悩みの相談に応じ、暮らしについて一緒に考え、相談内容に

対する情報提供や助言、必要な障害福祉サービスの利用につなげる支援や、関連機関との連絡調整などをおこ

ないます。

・地域ニーズを把握して相談件数の増加を図り、地域資源としての役割を果たし、地域福祉の拠点となるよう

存在意義を示します。

・当苑各事業を活用し、複合施設の強みを活かした支援を展開します。また、各事業の運営安定にも繋がるよ

う利用促進を行います。

・地域移行支援、意思決定支援の意義を認識し、ご利用者のニーズ確認を行い必要な対応を致します。

・ご利用者の地域生活における潤滑油となるよう各機関との連携・情報提供・サービス提供現場への訪問等を

行い、基本報酬の取得だけではなく加算を取得し相談支援事業の財務強化に努めます。

◆目標件数

障害者 令和５年度実績 令和６年度実績 令和７年度見込

モニタリング 計画作成 モニタリング

56 155 30 135 41 107 60

計画作成 モニタリング 計画作成 モニタリング 計画作成

160

障害児 令和５年度実績 令和６年度実績 令和７年度見込 令和８年度目標

特定相談支援

モニタリング 計画作成 モニタリング

8 16 8 17 7 11 10

計画作成 モニタリング 計画作成 モニタリング 計画作成

23

◆利用者支援サービスの充実

・計画、モニタリングの有効期限を遵守し、個々の障害に応じた支援が滞りなく行き届くよう支援します。

・基幹相談支援事業所、関係事業所と連携し、協力体制の構築・地域ニーズの把握を行い、包括的支援の中心

としての役割を果します。

・当苑各事業と連携し、迅速なサービス提供体制を構築します。

・施設、グループホーム入所者の地域移行意思を確認し、意向に対して適切な対応を行います。

・障害者虐待防止について知見を深め、在宅、入所者問わず虐待の防止、早期発見に努めご利用者の生命、尊

厳を守ります。

特定相談支援



　【施設・設備整備計画】

令和８年度は実施の計画はありません。

◆人材育成と職場環境の整備

・人材育成及び人材確保

　人材育成は法人の運営と事業サービスの充実に不可欠であり、採用時から知識及び技能の習得と向上を目的

に階層別・職務別のオンライン対応による法人内研修や外部参加研修を実施し、円滑で働き甲斐のある職場環

境構築を目指します。人材確保は、安定的な事業運営には不可欠であり、職員採用に向けては、法人ウェブ

ページ、福祉求人サイト等による求人広報、ハローワーク求人、施設見学や職業体験の機会提供や介護福祉

士・社会福祉士・保育士の実習受け入れ再開により福祉職の魅力を発信し、採用に結び付ける方策を積極的に

行います。また、中途・経験者採用については、定年退職者や育児のために離職していた女性の再就職の促進

など雇用機会を拡充し、採用年齢の拡大など広く人材確保に努めます。採用後は、組織内のキャリアパスを明

確に示すことで就労意欲の向上を図り、早期離職とならないフォロー体制を構築します。

・BCP（コロナウイルス、災害時）、各種マニュアルを用いた内部研修を行い有事対応への職員の資質向上、

行動の迅速、適切化を図ります。

・虐待防止、身体拘束適正化に関する内部研修を実施し、ご利用者の尊厳、権利、心身の安全を守ります。

◆財務基盤強化への取組

・相談支援の質の強化に努め（資格認定台帳の随時更新等、人員配置の確認）現状取得している加算も少ない

ため、算定可能な加算を取得してまいります。

・積極的な営業展開を図り、相談件数の増加、基本報酬からの収入増加を目指します。

・相談支援専門としての立場から当苑事業への利用促進を図り、間接的に施設全体の稼働率、収入の増加を図

ります。

令和8年度事業計画

◆コンプライアンス計画

・当法人のコンプライアンス規程第８条に基づき制定された「コンプライアンスマニュアル」が有効に機能す

るよう、次の項目を実施します。

（１） コンプライアンスマニュアルに関する研修会を年２回開催します。

（２） コンプライアンス責任者及び担当者で構成するコンプライアンス会議を年２回開催し、コンプライアン

スの推進を図ります。


